
区のあり方にかかる課題への取組状況について 

検討における基本的視点 ● 持続可能性 ● 協働によるまちづくり ● 地域特性の尊重と市の一体性 

区のあり方にかかる課題 

検討課題 H28年度の取組状況 H29年度からの方向性 

短
期 

◆公募区長制の検証， 
  次期の展開 

 
 
 

【公募区長制の継続・拡大】 
 

3区いずれも，庁内の本市職員をH29年度から登用（任期3年）。 

 

【意欲，任期等を活かした区政運営】 
 

【公募区長に対する評価】 
 

継
続 

◆区と本庁の役割分担 

◆職員配置・人材育成 

◆区民主体の区政運営 

【区役所・本庁の役割にかかる指針策定】 
 

【職員配置の標準化】 
 

 標準化を推進。（区民生活課，健康福祉課，建設課） 

【区自治協議会への専門人材の参加促進】 
 

【職員の意識改革】 
 

 を進め，区役所・本庁のより適正な役割分担を進める。 

【区自治協議会のあり方の検討】 
10年の活動を振り返り，課題等の整理を 

 行った上で，区自治協議会のあり方の検討を実施。 

中
・長
期 

◆利便性が高く効率的な 
  区役所の確立 

◆区域・規模のあり方・ 
  方向性 

◆総合区のあり方・方向性 

【区役所の利便性・効率性の向上に向けた検討】 
 

【区の現状把握】 
H27国勢調査結果に基づく，区別の人口などの把握。 

 

【総合区制度の研究】 
 

 
 

【区役所の利便性・効率性の向上に向けた検討】 
 

 の展開。 

【区の現状把握】 
 

【総合区制度の研究】 
 

 
 

 

(庁外登用)：専任職員配置による人的負担，継続して優秀な人 
          材を確保する任用のあり方 

 
 ◆区域・規模のあり方・方向性，◆総合区のあり方・方向性 
  については，「拠点性の向上」に資する観点での研究も進める。 


